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令和6年、大学の試験課題に対する計画の要点等（記述）の解答を解説し
ます。
研究会のホームページ（無料講座）に記述をアップしてます。
今年の試験問題は、（2）から（5）までが研究会の「計画の要点等まとめ」と
ほぼ同じ内容でした。
研究会の資料を見て頂いた方は、ここは、何も考えず同じ文章を書けばで
きたと言えます。
（1）は半分程度が的中、唯一、（6）が予測できていませんでした。
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下記に問題（1）～（3）までの解答を示します。

（1）施設の機能構成、配置、動線計画は、①～④の４問として出題されま
した。
特に①の「建築物の教材化」は、初出題となります。
ただし、ここは、「自分が建築物の教材となると計画した」と書けばよいので、
動線計画や二酸化炭素排出量削減での木材仕様、バリアフリー対応など
を建築物の教材となるように計画したと書けば特に難しくありません。
②のセキュリティ、③の多様性、④の交流の場も、自分の計画と照らし合
わせて一般常識的な内容を書けばよいです。
（2）基礎免震構造の外周部クリアランス等は、研究会の予測問題「免震構
造」と全く同じなので、下記に示しますが、試験では丸写しで書けました。
（3）講堂の天井等落下防止対策は、研究会の予測問題「高天井の天井等
落下防止対策」と全く同じなので、下記に示しますが、試験では丸写しで書
けました。
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下記に問題（4）～（6）までの解答を示します。

（4）帰宅困難者の給排水衛生設備、その他計画は、研究会の予測問題
「地震災害の対応」と全く同じなので、下記に示しますが、試験では丸写し
で書けました。
（5）講堂の空調方式は、研究会の予測問題「大講堂の空調方式」と全く同
じなので、下記に示しますが、試験では丸写しで書けました。
（6）屋上の設備の平面図は、下記に解答を示しますが、R5の問題と全く同
じ問題です。
研究会では、R5の計画の要点等も掲載しているので、それを見ていれば
書けますが、そうでなくても一般常識的な問題なので、普通に書けます。

以上で、R6大学の試験（記述）の解説を終了します。

なお、10月いっぱいは製図ユーチューブをしますが、２日に１回の掲載
ペースとなります。

11月からは学科ユーチューブ講座に入ります。


